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1.アルギエシの定量法
渡辺剛夫(医化学〉
アルギニンの比色定量は坂口のヒポプロミット法
に基ずくものが多し、。この法では急に極大値に達す
る呈色が過剰のヒポプロミットにより速かに槌色す
るがら，過剰ヒポプロミットを消失させるために尿 
素液を添加するが，尿素液添加までの時間が極めて
短時間であり，かっ正確なるを要する。試薬の量と
尿素添加時間に関し種々の安法がある所以である。
演者はズルフオサリチル酸を予め検液に加えておく
と，過剰のヒポプロミットがこれに反応し，甚だ安
定な呈色をするを認めた。この原理による定量法は
ズノレアオサリチル酸が除蛋白剤として用し、られるか
ら，甚だ実際的である。呈色度は高く，またアルギ
ニシ量に比例する。 
2. 大腸菌属の histidinedecarboxylase 
activityについて
。皆川勝，飯田宏美，
相磯和嘉(腐研〉
大腸菌層の中にヒスチヂ:;/を脱炭酸してヒスタミ
シを産生する菌株が若干存在していることは古くか
ら知られている。演者らは非病源細菌のうちヒスタ
ミンを大量に産生する細菌の蒐集を行ザっているが，
分離された大腸菌属の中で、ヒスタミシ産生株はある
特定の生物性状を有する菌株群に多いことを知つ 
+，の型-， が十，+，Imvicた。これらの菌株は 
式を示し，弱し、 Ureaseactivityを示すものが多
かった。これらの菌について paperchromatogra-
phy，Warburg検圧法等によって histidinede-
carboxylaseを調べた成績について述べる。 
3. 抗 M，抗 N血清の性状にワいて
木村康(法医学〉
抗 M，抗 N血清'の作製並びに抗血、請の性状に関
して知見を得たので、報告する。 
1) 吸収済抗血清は長時日保存した場合，非特異
的援集反応が現われることがある。これには吸収の
不完全か又は抗血清の~性と云うことが考えられ
る。幽偶々米国製の抗血清'にこの非特異的競集反応が
見られたので、これを分析追及したところ，吸収が充
分でない場合は時を経て，残っていた或る種の不完
全抗体が湿性になったものの様に考えられた。
2) 蛋自分解酵素によって処理した赤血球を使用
して不完全抗体を証明する方法がある。しかし乍
ら， MN式の血液型物質は酵素によって分解破壊さ
れると云う報告がある(黒田， 1954)。余もこのこと
について実験し，酵素処理血球で抗血清を吸収した
ところ，抗 M，抗 N抗体は吸収されないが他の抗
体は吸収される事が判明した。これを応用して抗血
清を作製したところ，非特異的援集の見られない耐
時性のある抗血清を得ることが出来た。
4. 大平肺吸虫 (Paragonimusohirai Miya-
zaki，1939)の新第 1中間宿主「ウスイロオ
カチグサJ(Paludinella devilis Gould) 
の発見について
横川宗雄， o吉村裕之，小山千万樹，
佐野基人，津田守道，辻守康(医動物学〉
大平肺吸虫の発育史の中で，その第2中間宿主か
ら終宿主に至る発育に関しては詳細な研究が報告さ
れているが，一方その第 1中間宿主は今尚決定され
たとは云L、難し、。即ち扇田，池田等によって木種肺
吸虫が実験的には「カワずンショウガイ J(Assimi-
nea japonica)に感染し発育が認められてはいるが
自然感染は未だ見出されていなし、。演者等は今夏，
大平肺吸虫の流行地として先に報告した南伊豆地方 
の第 1中間宿主の調査を行ったところ，下田町吉佐
美及び南伊豆町湊に棲息する「ウスイロオカチグサJ
が本種肺吸虫の白然第 1中間宿主である事を発見L
た。猶叉当地域には「ウスイロオカチグサjと「カワ
ショガイ Jとの 2種が混在して棲息している事
も明らか・となった。今日迄の所前者 6082個，後者
1，4167個を調べた結果は「ウスイロオカチグサ」に 4 
個の自然感染例を発見したが「カワザシショウガイ J
には全く認められなかった事は甚だ興味ある点であ
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った。こ Lに本肺吸虫幼虫の形態学的観察所見とを
併せ報告する。 
5. イシフルエシザAI東京157ウイルスの発育
鶏卵羊膜控内増殖にづいて
川喜田愛郎， o長沢仁一(細菌学〉
発育鶏卵の援尿膜腔内で継代されてきたインフノレ
エシずウイルス A.PR8株について，疑尿膜腔内接
種の際に，羊水中に出現してくるウイルスは，既に
~化株を含んでおり，しかもこれを羊膜腔内で継代
すると，卵の胎児に出血と死亡が起り，且つ異常に
高いウイルスの増殖がみとめられることを，本年 8
月の第5回目本ウイルス学会総会に発表したが，こ
斗では，昨年から本年にかけて流行し，鶏卵内でウ
イルスの増殖が良好でなし、と云われる，インフルエ
ンずAI東京157ウイルスについて，前記現象が見ら
れるかどうかを検討した。
用いられたウイルスは，分離後約 30代発育鶏卵
の繋尿膜腔内で継代されてきたものである。疑尿膜
腔内被接種卵の芋水をとり，これを次の贈化 11日
目の卵の羊膜腔内に接種し， 370Cで培養すると，卵
はし、ずれも 40時間以内に死亡し，胎児は出血性反
応を呈し，しかも血球凝集価の異常な上昇をみと 
め， PR8株においてみとめられた所見と類似した
結果が得られた。なお，この際の疑尿液を緊尿膜腔
内継代の材料としたところ，ウイルスの収量が非常
によいことも判った。 
6. 小児結核'f生髄膜炎の予後観察
原一郎，森和夫
/国立千葉病、
竹内神奈，竹 内弘ベl涜小児科/
昭和 24年以来，ストマイその他の化学療法によ
り結核性髄膜炎小児 47例の治療を行った。その内
軽快退院したものは 24例で，治窓生存率ではスト
マイ単独療法に比しストマイ，アイナ併用の成績が
遥かに良好であった。後遺症は難聴 3，運動麻痔 4，
脳水腫 1で，再発再燃は 2例で、あった。消息不明の
2例以外の退院後の経過，現在の智能，性格，健康
状態等について観察を行ったが，厳密に検査すると 
現在無所見のものは 7例に過きず， 4年後に再び胸
部所見の現われたものもあり，髄膜炎児の予後につ
いては慎重を要することを痛感す。 
7. 動物腸内に於ける好気性菌の生理的意義に関
ずる実験的研究 
海宝豊徳(衛生学〉
腸内常住菌中好気性菌が動物の成長に対する影響
について萄葡状球菌を選び，模型平圧滅菌無菌タ y
グを使用して白色レグホ Y家鶏雛を無菌的に瞬化さ
せ，滅菌せる飼料及び飲料水にて飼育し瞬化後 10
日目に 1羽に 1白金耳宛経口投与して類、菌タシグ内
飼育を 1カ月続け，体重増減傾向及び一般状態を観
察した。葡萄状球菌投与群は対照として飼育した無
菌雛群と比し殆んど体重増加に差なく一般状態にも
大きな ~'f七はない。再に同様にして既に成長に有害
と見られてし、る大腸菌を投与した群と，大腸菌と葡
萄状球菌を混合投与した群とを観察すると大腸菌投
与群が菌投与後暫目間体重増加に停滞を見，混合投
与群も停滞を見るが，共の後の増加状態及び一般状
態は大腸菌投与群に比し良好で、あった。葡萄状球菌
は単独では成長に影響しないが，他菌殊に有害菌と
同住すると多少それを抑制して働らくものと思われ 
る。
8. 切除肺からみた肺結接化学捷法の検討
久貝貞治，岩田恵夫，北沢幸夫
。浜田美志，住吉孝男，佐藤実(松績荘〉
肺切除せる肺結核患者の切除肺の組織所見，病巣
内結核菌の耐性と切除迄のレ線陰影，排菌，耐性の
推移とを比較して肺結核化学療法の量及び種類につ
いて検討して次の如き成績を得た。 1) 化学療法の
長期群 (6カ月以上〉と短期群く4カ月以内〉との比
較:長期群 60例と短期群 40例の化療開始時の病型
を比較すると長期群ではnr型，百型，V1I型が多し、
が，切除所見では治癒傾向の強いものが短期群より
個の切除病巣70結核腫を長く呈した2)、。L相多 
と化学療法:乾酪巣を呈したが，その被包状態，軟
化の有無誘導気管支の病~と化学療法の量，種類，
特に INHの有無についての差を検討した。 3) 耐ー
性の検討:病巣内結核菌の有無と術前，排菌の有無
とは密接な関係を有するが，病巣内の菌の耐性が判
明せる 40例の SM，PAS，INAの各耐性について 
検討し SMでは使用量と密接な関係があり， PAS， 
INAでは一定の傾向がみられぬ。切除病巣の軟化
及び術前レ線像の推移と各耐性との聞にも一定の関
係をみた。
9. 石綿症のー剖検例
林 豊(病理学〉 
53才男子。約 18年間石綿工場に勤務していたが
